
◆保健福祉施策

計画・進捗状況

自

己

評

価

担
当
課

　中学校３年生までを対象に、入院・通院・調剤医
療費56,471千円の助成を行いました。（平成２５年
８月診療分から、中学生の通院助成を開始。）
（平成24年度）
　子ども医療費助成額（扶助費）53,036千円（補助
対象児2,400人/子ども総数2,872人）
（平成25年度）
　子ども医療費助成額（扶助費）56,471千円（補助
対象児2,570人/子ども総数2,837人）

○

こ
ど
も
課

待機児童対策　私立保育園への保育委託

平成２５年度施政方針関係施策（事業）の実績

施策
事業名

施策等概要

①子ども医
療費助成

　小学校４年生から６年生までの通
院費等で町独自に助成を拡充してい
ますが、さらに今年８月診療分から
中学生の通院費等を助成対象として
拡大します。

年度末実績自己評価 ： ○実施済、 △一部実施済、 ×未実施等

平成２５年度施政方針に掲げられた施策・事業の取り組み実績は次のとおりです。
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待機児童対策　私立保育園への保育委託
一時保育利用実績
中央保育園　２人/日(２歳以上）　７３人(３月末現
在）
岩橋保育園　３人/日(３歳以上）　２１２人(３月末
現在）
英語指導の実施
実施方法：毎週年齢ごと　１回１５分程度
保育園の入園児数(３月末現在）
中央保育園(町立）　４８人（定員６０名）
岩橋保育園（町立）　１３４人（定員１２０人）
昭苑保育園（私立）　６４人（定員４８人）
合計　２４６人（定員２２８人）

○

こ
ど
も
課

　放課後子ども教室は、酒々井小学校２８日、大室
台小学校２２日開催し、１日当たり平均して、それ
ぞれ３１人、７２人の児童の参加がありました。
　放課後児童クラブは、「酒々井小学校学童クラ
ブ」４３人、「大室台小学校学童クラブ」３９人、
「酒々井児童クラブ」６４人の平均登録児童数でし
た。（定員50人）

○

こ
ど
も
課

　災害時要援護者名簿登録制度登録者の新規募集と
登録情報の更新を実施しました。
　　登録者数　２５０人
　冷感スカーフを配布しました。
　　配布人数　４９５人(H２６．３.３１現在)

○

健
康
福
祉
課

③放課後子
ども事業の
推進

　放課後こども教室は、地域の方々
の協力により、児童の健全育成を図
ります。また、放課後児童クラブの
円滑な運営が図れるよう努めます。
なお､ひとり親家庭への放課後児童ク
ラブ利用料の助成を行います。

④高齢者福
祉施策の充
実

　高齢者を地域全体で支える「とも
に支え合い・助け合う　地域の手」
災害時要援護者名簿登録制度をさら
に推進し、新規事業で、高齢者の熱
中症予防対策として、７５歳以上の
方に冷感スカーフ等を配布します。

②保育の充
実

　待機児童は現在解消されています
が、引き続き私立保育園への保育委
託を行うとともに、子育て中の家庭
の「困った」を応援するため、中央
保育園では満２歳から、岩橋保育園
及び私立保育園では満６か月からを
対象に一時保育を行います。また、
町立保育園での英語指導を実施する
など保育の質の向上に努めます。

　　配布人数　４９５人(H２６．３.３１現在) 課方に冷感スカーフ等を配布します。
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週３回実施
　火曜日：社会福祉協議会
　水曜日：隣保館
　金曜日：隣保館
登録者：火曜日２７人、水曜日２７人、金曜日２８
人
延べ１４６回  述べ３，１７９人参加

○

健
康
福
祉
課

　地域包括支援センターにおいてお化粧を通じた
「化粧療法」及び共助の町づくりをテーマに「在宅
介護かけはしの会」を開催しました。
参加者　延べ１５７人
　第１回･･･　６月１８日（火）参加者３８人
　第２回･･･　９月１７日（火）参加者４５人
　第３回･･･１２月１０日（火）参加者４８人
　第４回･･・ １月２１日（火）参加者２６人

○

健
康
福
祉
課

　平成２５年６月１２日（水）住民向けに制度説明
会及び研修会を開催し、７月１日から登録受付及び
ボランティア活動を開始しました。
　・ボランティア受入事業所･･･町内７事業所
　・ボランティア登録者･･･２７人
　・実活動者１３人　活動日数 延べ２３９日
　　活動時間　延べ３４２時間

○

健
康
福
祉
課

⑥心の健康
づくりの推
進

　老々介護など介護者の精神的、身
体的な負担や悩みごと相談などを支
援していく「心の健康づくり」を推
進します。

⑦介護ボラ
ンティアの
実施

　高齢者自身の健康増進を図り、介
護予防を推進するため、ボランティ
ア活動を行う高齢者に対してポイン
トを付与する「介護支援ボランティ
ア制度」を実施します。

⑤生きがい
デイサービ
ス

　生きがいのある生活を送ることで
要介護状態への移行を予防すること
を目的に、隣保館と社会福祉協議会
を会場に週３回の「生きがいデイ
サービス事業」を行います。
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　　活動時間　延べ３４２時間

健康体操　　　　　　　　２２回実施　実６１人
延べ３７０人
大人のためのバレエ教室　　７回実施　実１７人
延べ　９７人
健康太極拳　　　　　　　１０回実施　実２４人
延べ１８８人
あなたの元気応援団　　　２４回実施　実４２人
延べ２６０人
やさしいエアロビクス　　２８回実施　実６５人
延べ４２０人
体力アップ教室　　　　　１２回実施　実３３人
述べ１５２人
カイロプラクテック　　　１２回実施　実３２人
述べ１０６人
初めてのヨガ　　　　　　１０回実施　実２１人
延べ１８１人
ﾎﾘｽﾃｨｯｸｴｸｻｻｲｽﾞ　　　　　１７回実施　実６４人
延べ２９１人
おいしく食べて歯ッピィーになろう　５回実施　実
１５人　延べ６３人
出前健康講座　　　　　　３地区実施　４３人

健康づくり講座全体　１５４回実施、実４１７人
延べ２，１７１人

○

健
康
福
祉
課

⑧介護予防
の推進

　介護予防の運動を中心としたチャ
レンジ教室を実施するほか、地域の
自主的な介護予防活動サークルに講
師を派遣します。
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　認知症を正しく理解し支援するため一般住民・役
場職員を対象とした「認知症サポーター養成講座」
を開催しました。
受講人数　２０８人
　・一般住民　８月２日（２４人）、１２月２６日
（１５人）
　・役場職員　１０月２日（５５人）、１０月１０
日（４７人）、１０月２４日（３４人）、１１月７
日（３３人）

○

健
康
福
祉
課

　障害者総合支援法に基づく、介護給付、訓練等給
付、自立支援医療、補装具給付、地域生活支援事業
を実施しました。
　　・介護給付　延べ６５９人
　　・訓練給付　延べ３４６人
　　・自律支援医療　更生医療　延べ７７人　育成
医療　延べ９人
　　・補装具　延べ１７人
　　・地域生活支援事業
　　　　・相談支援　延べ１，１８６人
　　　　・コミュニケーション支援　延べ２７人
　　　　・移動支援　延べ５７人
　　　　・日中一時支援　延べ６６５人
　　　　・地域活動支援センター　延べ１０８人

○

健
康
福
祉
課

⑨認知症施
策の推進

　認知症の人とその家族が安心して
暮らしていける支援体制の取り組み
を検討し、認知症施策の推進を図り
ます。

⑩障害者
（児）福祉
の推進

　障害者の生活を支援する障害者地
域生活支援事業をはじめとした、各
種保健福祉サービスの一層の推進を
図ります。
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　　　　・地域活動支援センター　延べ１０８人

健康手帳の配布　　４３５ 冊
健康教育
・ヘルスアップセミナー１０回実施　実２４人　延
べ１９１人
・糖尿病予防教室　３回実施　実１５人　延べ４２
人
健康相談　　来所者　延５６９人、電話　延４５人
乳がん検診（集団検診）　視触診２２４人　ＭＭＧ
人８８４　エコー９９人　（個別検診）　ＭＭＧ３
６人　合計１，２４３人
子宮頸がん検診　集団検診６８２人　　個別検診９
６人　　合計７７８人
胃がん検診 １,３５４人　肺がん検診　１，８５８
人
大腸がん検診　集団検診２，０２１人　個別検診５
０人　合計２，０７１人
肝炎ウィルス検診　１２９人
成人歯科検診　１１５件　                    骨
粗しょう症予防検診　２２３人
いきいきしすいっ子教室　酒々井小８８人　大室大
小１０４人　合計１９２人

○

健
康
福
祉
課

⑪健康づく
り施策の推
進

　各種検診、健康教育、健康相談等
の事業を行います。なお、特定年齢
の方に対する乳がん、子宮がん検診
に加え、大腸がん検診の無料検診を
行います。さらに、小学生を対象と
して、生活習慣病予防の啓発に取り
組みます。

3



母子健康手帳交付　   １３０件
新生児訪問指導 　 　 １２２件
マタニティ・ママパパクラス　実　妊婦３０人　家
族２０人　延べ１０７人
乳児相談（４か月児）　対象者 １４０人　受診者
１２９人 (９２.１％)　（１０か月児）　対象者 １
２７人　受診者  １０８人（８５.０％）
１歳６か月児健康診査　対象者１２７人　受診者１
１５人（９０.６％）６回実施
２歳児歯科健康診査　　対象者１５３人　受診者１
０５人（６８.６％）４回実施
３歳児健康診査　　　　対象者１６４人　受診者１
４９人 (９０.９％) ６回実施
ゆりかごルーム　親　５０４人　　子 ５４２人
３３回実施
幼児健診事後指導　　　２３２組　１２回実施
親子相談　　　　　　１２回実施  延べ　　２３人
ことばの教室　　　　２９回実施　延べ　１０１人
ブックスタート　　　　１３５人

○

健
康
福
祉
課

子宮頸がんワクチン　 ５１件
ヒブ　　　　　　　 ５５５件
小児肺炎球菌　　　 ５３２件
高齢者肺炎球菌　　 １０６件

○

健
康
福
祉
課

⑫母子保健
事業の充実

　妊婦健診、マタニティクラス、心
理発達相談など１５の事業メニュー
により子育て支援に取り組みます。
特に、新生児訪問指導は、保健師や
助産師が新生児のいる全ての家庭を
訪問し、育児相談等、母親への支援
を行い、「ことばの教室」では、就
学前の子どもを対象に個別の相談と
指導を行います。また、流産を繰り
返してしまうなどの「不育症」で治
療を受けているご夫婦に治療費の一
部を助成します。さらに、新規事業
で、町民の歯と口腔の健康づくりを
推進するため、２歳児歯科健康診査
を行います。

⑬予防接種
事業の推進

　乳幼児と児童・生徒のうち麻し
ん・風しんの未接種者を対象に予防
接種を行います。また、６５歳以上
の季節性インフルエンザワクチンや
７５歳以上の肺炎球菌ワクチンの一
部助成を実施します。さらに、新し
く導入された４種混合ワクチンや単
抗原不活性化ポリオワクチン、本年
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課

親子ヘルシー教室　２回実施　参加者述べ５４名
旬の親子ふれあい食育教室　１回実施　参加者
２６名
食育ママ講座　１回実施　参加者　　１２名
大人の食育教室　３回実施　参加者述べ５２名
親子料理教室　１回実施　参加者　　２７名

○

健
康
福
祉
課

給食指導（酒々井小学校、大室台小学校）全学年全
クラス対象
　１年生「給食についての紹介」　２年生「野菜と
仲良くなろう」
　３年生「食べ物の３つの働き」　４年生テーマ
「食べ物に感謝しよう」
　５年生テーマ　大小給食会食のみ
　６年生テーマ「献立を考えよう」（家庭科授業）
栄養指導（酒々井中学校）全学年対象
　１年生「生活習慣病予防学習会」・「自分の生活
が充実する朝ごはんを考えよう」
　２年生「食生活と自立」（家庭科授業）　３年生
「リクエスト献立作成」

給食食材酒々井産米100％・野菜加工品使用１１．
６％

○

給
食
セ
ン
タ
ー

抗原不活性化ポリオワクチン、本年
４月から定曋接種となった子宮頸が
んワクチン、ヒブ・小児肺炎球菌ワ
クチンについて、 正な接種を
します。

食育の推
進

　各 に応じた教室を開催しま
す。また、小中学校では、各教科、
特別活動等において食育を行い、さ
らに、地場産物を取り入れた給食を
生きた教材として活用します。
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◆教育 化施策

計画・進捗状況

自

己

評

価

担
当
課

　私立幼 園就園 費補助金については、町内
の幼 園７園に対し、園児２８２人分、補助金額３
１,２７６千円を交付しました。
　私立幼 園運営費及び教材費補助金については、
町内２園に対し運営費各２０ 円、教材費２４８千
円（２４８人分）を補助しました。

○

こ
ど
も
課

・学校図暯館支援事業は、町 共図暯館との に
より、学校図暯館の充実が図れました。年間の、児
童・生徒一人当たりの 出冊数が、平成24年度が
41.5冊、今年度は42.2冊と増加 向が られます。
・「小・中スクールサポート事業」及び「教職員の
特 ある教育活動支援事業」の実施により、各学校
の実態に応じたきめ かな教育活動が実施できまし
た。特に、「教職員の特 ある教育活動支援事業」
については、今年度３件の研 璷 があり、各校の

○

学
校
教
育
課

施策等概要

　 かで特 ある幼児教育推進のた
め、私立幼 園に補助金を、また、
保護者には私立幼 園就園 費補
助金を交付します。

（１）町 共図暯館と学校図暯館と
の により、学校図暯館機 の充
実を図ります。また、特 ある教育
活動を 極的に推進するため、
「小・中学校スクールサポート事
業」、「教職員の特 ある教育活動
支援事業」のほか、「人 ・ 教

施策
事業名

①特 ある
幼児教育の
推進
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た。特に、「教職員の特 ある教育活動支援事業」
については、今年度３件の研 璷 があり、各校の
教員が主体的に授業 を進めようとしていること
が え、その全ての研 をサポートすることができ
ました。

課

・小学校５・６年の 語活動の時間においては、
各クラス週１回（年間３５回程度） つ、また中学
校においては、英語科で全てのクラスで週１回（年
間３５回程度）、 （ 語指導助手）の活用
を図った授業を行うことができました。ヅイティブ
の英語にふれる機会の 保と 理解教育の推進を
図ることができました。

○

学
校
教
育
課

・ 応指導教室「ふれあいルーム」と学校の に
より、ふれあいルームに通えるようになる けでな
く、学校への登校回数を増やすことが出来ました。
また、学習指導とともに進 指導にも力を い

、年度末には全ての中学３年生が 業後の進 を
定することができました。

○

学
校
教
育
課

支援事業」のほか、「人 ・ 教
育研 活動補助事業」などに取り組
みます。

②学校教育
の充実

（２） （ 語指導助手）を
活用し、保育園から中学校まで一
した英語教育と、 交流派遣事業
として中学生を へ派遣し、ビー
ムステイや現地校での体 学習を通
して 化に対応できる人材を育成
します。

（３） 応指導教室「ふれあいルー
ム」で、不登校児童生徒の学校への

を支援します。
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 平成２５年度で予定していた入口 場 実施 計
及び対象用地 入２件（４ ）、物件補 １件、登

が しました。また本 へアクセスを 昒
にするための 内 の を しました。進捗

100％。
　まちの づくり推進事業では、 法 となる
「地域 化 」の登録についての 加を行った 化

保護法の 正を実施しました（平成２５年１０月
１日施行）。 工事については、地元区から

の要曇が 曐事 所にあ られたため、予
定していた との調 が 要となり実施を

送りました。

生

学
習
課

○

③ 化 保
事業の実

施

　「本 基本 計暯」に
基づく入口 場 や からの 内

を します。また、 時
に栄えた 酒々井 を「酒々井町の

」として町 の保 を 続的
に行い、 て の 行者 間の

保を図ります。

④
ウァーゥン
エの実施

　町内 へ向けた情報発 と、
、交流人口の増加策として、ボ

ランティアガイチとの協働で取り組
みます。

　９月２０日（金）第１回実行委員会開催。
１０月１８日（金）第２回実行委員会開催。
参加璷 受付１０月１日（火） １０月１８日
（金）
１０月２６日（ ）前日
１０月２７日（日）開催
一般参加者数９１名
（参加募集は１５０名であったが前日の台風の
により参加者数が しました）

生

学
習
課

　 化・スポーゼ活動の活性化を図
るとともに、人生の節目を 福する
「新成人のつどい」や６０歳を え
る方々の「 年 」を開催します。

○スポーゼ推進委員による、スポーゼに取り組
きっかけづくりを、健康体力づくり推進員による
ウァーゥンエを主体とした体力づくりを、体育協会
による各種スポーゼ大会を開催し、延べ5,141名(前
年度5,011人、130人増加）の参加者がありました。
また、昢年10月より新たにスポーゼ推進委員を中心

6

○大室台小学校 5・6年生ミシンボランティア・
クラブ支援などの教育支援及び ﾞ ・英語
ルーム などの瑧 支援を行いました。 参加ボ
ランティア人数　延べ280人
○酒々井小学校　英語教材づくり・町 検ボラン
ティア・そろばん指導支援などを行いました。

参加ボランティア人数延べ145人
○酒々井中学校　体育 ・ 場の 導・テ
スト前学習会・校 内 回 検などを行いました。

参加ボランティア人数　延べ1 人

○

生

学
習
課

○

⑥学校支援
の 進

　地域のボランティアと学校との
をさらに 接なものとするため、

活動 を大室台小学校から全小中
学校に拡大して学校教育支援 進事
業を行います。

⑤生 学習
の推進

る方々の「 年 」を開催します。
また、 民館主催事業「しすいタウ
ンカレッジ」を 末から明治にかけ
て実在した 子 の名 を用いた
「酒々井町 」とし、地域づく
りに活 するまちづくり実 者の育
成など、「生 現役社会」の実現に
向けて生 学習と住民協働のまちづ
くりを推進します。

また、昢年10月より新たにスポーゼ推進委員を中心
に ライトスポーゼクラブ」を立ち上 、毎月第2・
4水曜日に スポーゼを中心に実施した。（参加者
157人）
○しすい （24名）　4月 3月末　23日間（43
講座）
○ 師 （12名）　4月 3月末　23日間（50
講座）
○ く 年と ﾃｨ・ 　12月8日（日）
○成人 （新成人のつどい）1月12日（日）　新成人
参加者146名　　　　　　　　　　 年 2月 日
（日） のため中

生

学
習
課

6



計画・進捗状況

自

己

評

価

担
当
課

①消防団第一分団の消防機 を するため、制
付き一般 入曔を行ったところ 材の高 等によ
り、入曔が不調となり、実施できなかったため 年
度事業としました。

②酒々井町自主防災組 補助金交付要 を制定し、
４団体（ 酒々井 営住宅、 しすい４・５ 目、

橋ヅオポリス、アイビヅオデイゼ）の自主防災会
等へ補助金を交付しました。

○

③災害時にプールの水を 料水等に利用、また、防
災井 からの地 水を 化するため、 水 を大室
台小学校に しました。
　なお、各小中学校への防災トイレの について
は、増 を前に受 が集中したことにより、 曋が

延したため、工曋を３月末から５月中旬へ 更し
て実施する予定です。

総

課

①消防・防
災事業の充
実

　 日本大 災等の教訓を まえ
定した地域防災計画に基づき、消
防・防災力の 化に努め、自治会等
地域の自主防災組 への防災用機材
の無 出しや 所となる小中学
校への防災トイレ等の を行いま
す。

施策
事業名

施策等概要

◆生活瑧 施策

7

　調節 の については、平成２５年１２月議会
において、「中 調節 に する 暯」が

、町 に 出され、議会の一定の理解を られた
ものと考えます。
　また、開発行 の事前協議や 認璷 時の
口で 水 瓔 施 、 水 の指導を行
うとともに、 水流出 制の を高めてもらうた
め「 ルール」を説明しています。

ま
ち
づ
く
り
課

　住宅用太 発電システムを するものに対し
補助金を交付しました。
　４０基分（５，４４６千円）
　家庭用 料電 システム（エヅブーム）を
するものに対して補助金を交付しました。
　１基分（２００千円）
　定 用リチウムイオン 電 を するものに対
し補助金を交付しました。
　１基分（２００千円）

○ 瑧

課

○

　自治会やボランティア活動団体と
の協働による防 対策を推進し、地
域のパトロールなどを通じて住民

の高 を図ります。

　個人の住宅用太 発電システム
に補助するとともに、町の瑧

対策を し、「瑧 家計簿」の晘
及を進めます。

②中 流域
防災事業

　 災地域住民の不安解消と安全
保を図るため、調節 の 推進に
向けて、引き続き議員の のご理
解が られるよう説明等を行いま
す。

③交通安
全・防 事
業の推進

①防 事業は、 、防 組合 合会、防
団体等と協働し、防 ゥャンヒーン等を実施しまし
た。
　また、 用 １台を 回 付防 パトロール
カーとして しました。
②交通安全対策事業は、 交通安全協会酒々井支
部、 と協力し、星（ は のため中 ）
の ゥャンヒーンを実施するとともに、
の補修や交通 の取り まり等について、

に要曇しました。また、 等の を行
いました。

総

課

④瑧 施策
の推進

7



計画・進捗状況

自

己

評

価

担
当
課

マスタープランの し 計画マスター
プラン策定委員会等においての 取が い、
の などを行い、平成２６年３月３１日付で新し
い 計画マスタープランが 定しました。

診 費補助 ６件、３５ ２千円の補助を実
施しました。

修工事費補助 ５件、２５０ 円の補助を
実施しました。

住宅リファーム補助 ２１件、１７２ ８千円の
補助を実施しました。

○

ま
ち
づ
く
り
課

交通安全対策事業
　町 02 006 は、工事を発 し、平成２６年度
中に 成予定です。

良事業
　町 01 011 は、交通安全施 の一部を き、
概 工事が 成しました。

○

ま
ち
づ
く
り

◆ 基 施策

②町 の
　通学 等の安全 保を進め、

良事業を進めます。また、交通安
全施 や防 の 、 理
を行います。

　町の 来 及び 地利用を明
らかにするため、 マスタープラ
ンの しを行います。また、曐

て住宅の 化 進のため、
診 及び 修工事に る費用

の一部を助成するとともに、 水
瓔、 対策を まえた、住宅リ
ファーム補助事業を行います。

施策
事業名

施策等概要

①まちづく
り施策の推
進
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概 工事が 成しました。
　また、その ２ については、工事実施に向け

等業 及び用地 を実施しました。

り
課

計画・進捗状況

自

己

評

価

担
当
課

　町の 工業の健全育成を図ることを目的として、
営 晘及事業等（3,800,000円）や地元会員 業

の 営に役立つ事業として地域 推進事業
（450,000円）や工業者及び 業員研修事業等への支
援として 工会事業に対して補助金を交付しまし
た。

○ 瑧

課

　 業用 水 等の （昭 ６３年度 平成２０
年度：２０事業実施）に った費用の平成２５年度
分２６，１０１千円を返 しました。
 業基 基金に平成２４・２５年度分として、
３７，２４０千円を み立てました。

○ 瑧

課

① 工業の
　地域の活性化と 手後 者育成及
び 工業の を図るための事業を
行う町 工会に補助金を交付しま
す。

② 業施策
の推進

　 に実施した 負担行 に基
づく や 業 水 等の に
る費用の返 を進めます。また、
営 曋 地 良事業に る負
担金の一部を基金に み立て、 来
負担の を図ります。

◆産業 施策

を行います。

施策
事業名

施策等概要

8



　酒々井コミュニケーションセンターが開 し、3月
末現在で  82,600人が訪れ、 くの方に町の ・

力などを情報発 しましたが、 接している成璴
では、年間発 の拡大が進められてお

り、今後、 内 からの 行者及びトランジット
の増加が大 に まれることから、町の
の 理及び新たな の発 を行い、その
的活用方法の分 をし、今後の 施策に役立てる
とともに町の ・ 力・ などを する総
合 パンフレットを作成し、これまで以上に 力
な情報発 ゼールとして活用を図り、より 的な

プロペーションを実施します。

○ 瑧

課

①「酒々井ブランチ 出会議」の開催（H25年7月,10
月開催）
②酒々井ブランチ 品づくりと 品
 １．ゆ サイジー12,000本 ・全 　２．酒

カレー化粧パック3,000個、業 用パック２ ４
００ 、千 カレーフゟア出 （７月 ９月）
３．にんにく力 （しすい よりコラボ）６０
０璍 ・ （ ）　４．おつまみラー ６０
０璍 ・ （ ）　５．ゆ マーマレーチ
（サンプル５０璍）良い原料調達困 。
③酒々井町ブランチ 品と酒々井町推 品の 登
録作業
　 理 協会に しブランチ推 品として認定し
た 品また 来認定される 品分 を特 に出
する。一部不 があり、現在 出 中で 日 認予
定。

○

住
民
協
働
課

④酒々井ブ
ランチの
出

③ 施策
の推進

　「酒々井プレミアム・アウトレッ
ト」の開業を 機に、、地域 の

発 、 ペデルコースや健康に
配 した の 定など
とも合わ た総合パンフレットを作
成します。また、アウトレット内に
「酒々井コミュニケーションセン
ター」を し、町の 物産に
する情報 により町内への の

進を図ります。

　地域産業の発 、 及び町
のイメージアップを図るため、地域
ブランチ 品を「酒々井ブランチ」
として 進するための調査研
を行い、町の 活動に 極的に取
り組 事業者等を支援します。
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定。
④ブランチ調査員の 用（1名） 工会委託事業
（６，５００千円）
⑤町 食 マップ(3 部)、町タウン情報(2 部)、
町推 品ガイチ(８月2 部、３月２ 部)作成 酒々
井アウトレットペール、 などで配付。
⑥ 進事業として、ふるさとまつり・新酒まつ
り・町イチ曪イチ全 物産 などへの出 。 知

食(ブランチ事業のアピール)

計画・進捗状況

自

己

評

価

担
当
課

「井 」利用実績（延べ）

協働のまちづくり研修会
平成25年10月10日実施（参加者）一般28名、職員10
名 平成25年11月 6日実施（参加者）職員22名
平成25年12月 8日実施「 く 年と ﾃｨ・ 」
（参加者）一般・職員224名
平成26年 1月24日実施（参加者）職員20名、一般2名
 

園等 護活動推進事業認定団体
 実施団体  12 団体 実施 園等  14 所

材等支給事業実施実績
 実施予定地区    地区実施   ４地区実施

○

住
民
協
働
課

施策
事業名

施策等概要

◆地域社会と行 施策

①住民参
加・協働施
策の推進

　 活動の として「井 」
の運営・充実を図ります。また、地
域住民が主体となって実施する

園等の瑧 化活動等への支援や
生活瑧 工事に 要な 材等の
支給を行うなど、住民 活動を支
援します。特に、 保全活動を
行っている地域の さんと町が協働
し、 生によるまちづくりを実

します。

 実施予定地区    地区実施   ４地区実施
酒々井の 協働 生事業実施実績
 実施予定地区    地区実施   ２地区実施
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　 るみにおいては、町内のイパントのほか、
隣 町のイパントはもとより、 生 で行わ
れた、ゆるき らサミットや千 テレビゥャラク
ター運動会等に 極的に参加しています。
　また、ゥャラクターデザインにおいては、町の

や職員の名 、名曔等への使用や、啓発用エッゲ
としてクリアブイルや バッチなどの作成、「し
すいの水」のラパルにゥャラクターデザインを使用
するなど町及びゥャラクターを しています。

○
営

画
課

　平成２５年８月に無作 出の２０歳以上の住民
１，２００人に調査 を発送し、回 ・集計及び分

を行いました。
　調査 を報 暯にまとめ、今後の人 啓発活動
等の基 料として活用していきます。

○

人

推
進
課

・ビームヒージの 語への対応（英・中・ の３
か 語）１００％
・各課において に情報発 するための Ｍ
（コンテンゼマヅジメントシステム）の 　９
０％

総

課

③人 施策
の推進

　人 のまちづくりを推進する
基 料とするための住民 調査
を実施します。

②総合計画
の推進

　行 運営にあたっては、第５
酒々井町総合計画の推進役となるマ
スコットゥャラクターを活用し、町
のイメージアップを図ります。

④情報 理
と情報発
力の 化

　 内の 化を図り、「酒々
井」の町名を 瓋ブランチとする

かりとして、町ビームヒージの
語への対応を め、町の内 に

く情報発 するための体制 化に努
めます。
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　 地評価においては、法 からの 通による地
瓣図の修正、画地の し（今後も 続して実
施）、また、平成２７年度評価暶えに向け、基 日
となる平成２６年１月１日時 の不動産 定 によ
る 地 定評価及び の を実施しまし
た。　進捗状況：100％

○
課

　役場中央 の 工事の実施にあたって 要と
なる の 暶施 としての役 も つ（ ）
分 の 計を発 し 手しました。 課

⑥
化

　行 活動の 、災害時の防災
として役場中央 の 補 と

大規 の として、瑧
を進めます。

⑤ の 保

　平成２７年度の評価暶えに向け、
宅地価 定の基 データを作成す
るため、 宅地の不動産 定を行
います。また、 年瓧動による「地
瓣図」の修正を行い、課 の 正化
と事 の 化を図ります。
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